
Title 元禄八年板『和歌庭訓』本文の素性 : 『日本歌学大系』の底本を考える
Sub Title Study of the text of Waka-teikin published in 1695
Author 佐々木, 孝浩(Sasaki, Takahiro)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2011

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.101, No.1 (2011. 12) ,p.173- 195 
JaLC DOI
Abstract
Notes 川村晃生教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-01010001-

0173

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


元
禄
八
年
板
『
和
歌
庭
訓
』
本
文
の
素
性

|
|
『
日
本
歌
学
大
系
』
の
底
本
を
考
え
る
|
|

佐
々
木

孝
治

は
じ
め
に
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佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
(
文
明
社
、

一
九
四

0
1
三
・
風
間
書
房
、

一
九
五
六
j
六
二
乙
(
以
下
「
大
系
』
と
略
称
)
は
、
歌

学
書
・
歌
論
書
の
初
の
本
格
的
な
集
成
で
あ
り
、
和
歌
文
学
を
始
め
と
す
る
日
本
文
学
研
究
は
も
と
よ
り
、
日
本
思
想
史
・
文
化
史
・
美
学

史
と
い
っ
た
方
面
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
名
著
で
は
あ
る
が
、
研
究
の
初
期
段
階
の
編
纂
物
に
は
往
々
に
あ
る
こ
と
と
し
て
、
底
本
の
選

定
や
校
訂
の
有
り
様
な
ど
に
問
題
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

そ
の
利
用
に
お
い
て
度
々
問
題
を
感
じ
て
い
た
学
生
達
の
声
に
共
感
し
、
川
村
晃
生
氏
が
鈴
木
淳
氏
を
語
ら
っ
て
編
者
と
な
っ
て
企
画
さ

れ
た
の
が
、
信
頼
で
き
る
本
文
に
注
解
を
加
え
た
『
歌
論
歌
学
集
成
』
(
三
弥
井
書
店
、

一
九
九
九
j
)
(
以
下
『
集
成
』
と
略
称
)
で
あ
っ

た
。
正
編
十
六
巻
に
別
巻
四
巻
を
加
え
た
全
二
十
巻
が
予
定
さ
れ
、
二

O
一
一
年
九
月
現
在
半
数
の
十
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
国
歌
大



観
』
に
『
新
編
国
歌
大
観
』
が
あ
る
の
と
全
く
同
様
で
は
な
い
が
、
志
は
似
て
い
る
と
言
っ
て
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

稿
者
は
第
十
・
十
一
巻
を
部
分
的
に
担
当
し
た
の
だ
が
、
第
十
巻
の
『
和
歌
庭
訓
」

の
本
文
を
作
成
し
た
際
に
、
十
分
な
検
討
が
行
え
ず
に

気
に
な
っ
て
い
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
大
系
』
第
四
巻
(
一
九
五
六
)
所
収
の
「
和
歌
庭
訓
」

の
本
文
の
素
性
の
検
討
で
あ
っ
た
。
同

作
品
の
本
文
末
尾
に
は
、
「
右
以
元
禄
板
本
書
写
以
彰
考
館
文
庫
本
久
曽
神
氏
蔵
本
等
校
正
畢
、
昭
和
十
六
年
八
月
」
と
あ
り
、
元
禄
板
本
を

底
本
と
し
て
、
七
十
年
も
前
に
校
訂
本
文
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
直
前
の
世
情
不
安
定
な
中
で
、
地
道
な
学
術
作
業
を
行
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
頭
の
下
が
る
ば
か
り
で
あ
り
、
改

め
て
『
大
系
」
と
い
う
存
在
に
感
謝
の
念
を
懐
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
刊
行
後
に
学
界
に
お
け
る
通
行
本
と
な
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
う
し
た
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
学
術
水
準
か
ら
そ
の
本
文
整
定
の
有
り
様
の
検
討
を
行
う
必
要

そ
の
検
討
を
行
え
な
か
っ
た
理
由
は
、
底
本
と
な
っ
た
元
禄
板
本
を
披
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
大
系
』
解
題
に
は
「
元
禄
八
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が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

年
板
本
も
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
大
系
』

の
編
纂
に
尽
力
さ
れ
、

一
九
六
三
年
の
第
十
巻
・
総
索
引
と
別
巻
で
は
編
者
と

な
っ
た
久
曽
神
昇
氏
の
御
所
蔵
で
あ
る
由
を
灰
聞
し
、
そ
の
閲
覧
を
願
い
出
た
も
の
の
、
見
当
た
ら
な
い
と
の
お
返
事
を
頂
い
て
、
そ
の
折

は
諦
め
た
の
で
あ
っ
た
。

「
集
成
』
第
十
巻
刊
行
後
に
、
た
ま
た
ま
某
古
書
屈
に
お
い
て
、
久
曽
神
氏
旧
蔵
の
元
禄
八
年
板
本
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
『
大

系
』
で
校
合
本
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
解
題
に
「
久
曽
神
氏
蔵
一
本
」
と
し
て
奥
書
が
引
用
さ
れ
る
「
冷
泉
門
人
従
五
位
下
源
朝
臣
某
」

書
写
本
と
共
に
、
幸
い
に
手
元
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
。
後
述
す
る
様
に
こ
の
板
本
は
小
本
の
薄
冊
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
本
な
ど
の
聞
に
挟

ま
っ
て
い
た
ら
発
見
で
き
な
い
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
、
納
得
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。



こ
の
偶
然
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
以
下
に
元
禄
八
年
板
本
の
本
文
を
翻
刻
し
、
『
大
系
』
本
文
と
の
校
合
を
行
っ
て
、
そ
の
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
「
集
成
』
解
題
の
補
足
と
し
た
い
と
考
え
る
。

元
禄
八
年
板
本
の
書
誌
と
本
文
系
統

本
文
の
翻
刻
を
行
う
前
に
、
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

袋
綴
一
冊
。
瓶
覗
色
布
目
表
紙
は
色
紙
と
素
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た
だ
け
の
薄
い
物
で
あ
る
。
大
き
さ
は
一
六
・

O
×
一
一
・
五
糎
。
中
央
素

紙
刷
題
築
(
一

0
・
一
×
二
・
四
糎
)
に
「
日
和
謂
庭
訓
」
と
あ
り
(
右
辺
上
部
や
左
辺
下
部
に
切
断
用
の
枠
が
残
る
)
o

見
返
し
は
共
紙
で
、

前
は
袋
に
な
っ
て
い
る
が
後
は
一
枚
の
み
。
遊
紙
は
な
い
。
内
題
は
「
和
歌
庭
訓

為
世
卿
作
」
。
刷
は
極
め
て
良
好
で
墨
付
二
二
丁
。
無
枠
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の
半
葉
九
行
で
、
印
面
の
大
き
さ
は
約
二
二
・
七
×
九
・

O
糎
。
各
丁
裏
左
下
の
綴
目
に
漢
数
字
の
み
の
丁
付
が
あ
る
よ
う
だ
。
誤
綴
が
甚
だ

し
く
、
初
丁
か
ら
第
九
丁
目
ま
で
表
右
下
に
鉛
筆
書
き
で
順
に

1
4
3
2
6
8
5
7
9
と
仮
丁
付
が
あ
る
。
下
綴
は
二
箇
所
の
紙
釘
で
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
現
在
は
穴
を
確
認
で
き
る
の
み
。
綴
糸
は
後
補
で
二
本
の
茶
色
絹
糸
。

一
三
丁
裏
に
「
子
時
元
禄
八
乙
亥
年
/
蝋
月
吉
旦
/
宮

城
四
郎
右
衛
門
/
板
行
」
と
刊
記
が
あ
る
。

表
紙
は
擦
れ
た
よ
う
な
汚
れ
と
痛
み
が
あ
り
、
料
紙
に
達
す
る
大
き
な
虫
穴
が
幾
っ
か
存
し
て
い
る
。
他
に
伝
本
が
確
認
で
き
な
い
稀
本

で
あ
る
が
、
書
臨
時
の
宮
城
四
郎
右
衛
門
自
体
が
大
変
珍
し
い
存
在
で
、
他
に
は
元
禄
九
年
刊
で
植
村
藤
右
衛
門
と
合
版
の
『
能
因
歌
枕
』
小

本
一
冊
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

植
村
藤
右
衛
門
は
伏
見
屋
藤
右
衛
門
と
も
称
す
る
、
三
都
で
繁
栄
し
た
伏
見
屋
一
統
の
祖
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
庖
で
あ
り
、
井
上

和
雄
氏
『
増
補
書
物
三
見
』
(
青
裳
堂
書
庖
、

一
九
七
八
)
に
天
和
(
一
六
八
一
，
ZEe-'

四
)
頃
か
ら
幕
末
ま
で
続
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い



る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
る
と
、
新
潟
大
学
図
書
館
佐
野
文
庫
蔵
『
六
百
番
歌
合
」
が
承
応
元
年

(
一
六
五
二
)
植
村
藤
右
衛
門
の
刊
記
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
天
和
よ
り
前
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
は
求
版
本
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
も
玉
枝
軒
植
村
藤
右
衛
門
は
歌
書
類
を
始
め
、
仏
童
阜
俣
籍
医
書
等
多
岐
に
亘
る
分
野
で
手
広
く
精
力
的
な
出
版
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
宮
城
四
郎
右
衛
門
と
は
些
か
不
釣
り
合
い
な
組
み
合
わ
せ
と
感
じ
ら
れ
る
。
宮
城
は
植
村
と
同
様
京
の
書
臨
時
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
元
禄
八
年
頃
か
ら
出
版
業
に
手
を
染
め
た
も
の
の
、
直
ぐ
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
板
本
『
能

因
歌
枕
」
も
残
存
数
は
多
く
は
な
い
が
、
元
禄
八
年
版
「
和
歌
庭
訓
』
が
一
冊
し
か
確
認
で
き
な
い
の
も
、
室
田
障
の
無
名
さ
と
無
関
係
で
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
和
歌
庭
訓
』
は
、
曾
祖
父
定
家
の
「
詠
歌
大
概
』
や
『
近
代
秀
歌
』
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
が
、
鎌
倉
期
成
立
の
歌
論
書
と
し
て
は
少
な

在
は
確
認
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
元
禄
八
年
板
本
と
、
こ
ち
ら
も
あ
ま
り
伝
本
の
多
く
な
い
明
和
八
年
(
一
七
七
二

の
(
京
)
万
木
伊
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く
な
い
伝
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
写
本
だ
け
で
二
十
本
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
全
て
江
戸
期
の
書
写
で
あ
り
、
切
を
含
め
て
古
筆
の
存

兵
衛
・
谷
口
七
左
右
衛
門
刊
『
和
寄
秘
停
抄
』
の
所
収
本
と
の
、
二
種
の
刊
本
が
存
在
し
て
お
り
、
近
世
期
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

『
集
成
』
解
題
に
記
し
た
通
り
、
諸
本
は
本
文
の
出
入
り
に
よ
り
二
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
題
末
尾
の
「
抄
」
字
の
有
無
で

簡
単
に
識
別
が
で
き
、
こ
れ
が
無
い
方
が
相
対
的
に
優
良
な
本
文
を
有
す
る
系
統
(
解
題
同
様
仮
に
第
一
類
と
す
る
)
で
あ
り
、
有
る
方
が

や
や
劣
っ
た
本
文
を
持
つ
系
統
(
同
じ
く
第
二
類
と
す
る
)
で
あ
る
。
元
禄
八
年
版
は
内
題
に
「
抄
」
字
が
無
い
こ
と
が
示
す
如
く
、
解
題

で
指
摘
し
た
、
第
二
類
に
認
め
ら
れ
る
目
移
り
に
よ
る
写
し
飛
ば
し
二
箇
所
を
有
し
、
逆
に
第
一
類
に
認
め
ら
れ
る
写
し
飛
ば
し
箇
所
が
存

し
て
お
り
、
第
一
類
に
属
す
る
と
認
定
し
て
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。



猶
、
補
足
と
し
て
大
系
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
久
曽
神
氏
旧
蔵
写
本
の
書
誌
を
簡
略
に
-
記
し
て
お
く
。

袋
綴
一
冊
。
苔
色
表
紙
(
二
四
・
七
×
一
七
・
六
糎
)
。
左
一
屑
の
布
目
地
上
部
鴇
色
量
し
一
部
金
切
箔
散
し
題
築
に
「
和
歌
庭
訓
」
と
墨
書

(
本
文
別
筆
)
。
内
題
「
和
歌
庭
訓
」
。
料
紙
は
上
質
の
格
打
紙
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
墨
付
九
丁
、
半
葉
一

O
行
、
和
歌
は
五
字
程
度
下
げ
て

二
行
書
。
字
面
高
さ
約
一
九
・

O
糎。

一
O
丁
裏
に
「
子
時
嘉
暦
元
年
六
月
十
八
日
染
紫
墨
書
白
麻
畢
」
と
の
本
奥
書
が
あ
り
、
四
行
空
け
三

文
字
程
度
下
げ
て
、
「
此
一
帖
為
世
卿
御
庭
訓
難
二
条
家
秘
書
依
為
/
二
条
冷
泉
一
源
新
写
之
令
校
合
書
損
以
朱
筆
/
加
之
了
尤
無
類
之
蔵
本

努
々
不
可
他
見
可
秘
也
/

明
和
八
年
五
月
十
四
日
冷
泉
門
人
従
五
位
下
源
朝
臣
(
花
押
)
謹
書
」
と
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
冷
泉
様
の

書
風
で
奥
書
通
り
朱
筆
が
認
め
ら
れ
る
。
前
遊
紙
裏
中
央
に
朱
方
印
「
口
山
/
堂
図
/
書
記
」
(
別
印
重
ね
捺
し
さ
れ
判
読
困
難
)
。

元
禄
八
年
板
本
の
翻
刻
と
大
系
本
文
と
の
校
合
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そ
れ
で
は
以
下
に
元
禄
八
年
板
本
の
本
文
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
『
大
系
』
本
文
と
の
校
合
を
行
い
た
い
。
凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

-
翻
刻
は
改
行
や
文
字
下
げ
な
ど
な
る
べ
く
底
本
に
忠
実
に
行
っ
た
が
、

一
部
の
漢
字
の
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

-
上
部
に
行
数
を
算
用
数
字
で
五
行
毎
に
示
し
、
各
丁
の
折
目
を
「
」
」
で
、
改
丁
は
「
』
」
で
示
し
た
。

-
校
合
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
字
体
や
濁
点
・
返
り
点
の
有
無
、
改
行
位
置
取
り
の
違
い
は
問
わ
ず
、
文
字
表
記
の
差
違
の
み
を
示
し
た
。

本
文
の
異
同
の
箇
所
の
右
傍
に
「
*
」
記
号
を
附
し
、
下
段
に
本
文
の
当
該
箇
所
を
引
用
し
て
、
大
系
本
の
有
り
様
を
掲
示
し
た
。
そ

の
際
、
異
同
の
性
格
が
判
る
よ
う
に
、
下
段
の
異
同
箇
所
の
冒
頭
に
左
の
様
な
七
種
の
記
号
を
付
し
た
。

「
O
」
:
・
校
訂
が
適
正
な
箇
所

「
・
」
・
:
大
系
本
文
の
不
審
箇
所

「A
」
:
・
強
い
て
校
訂
が
必
要
で
は
無
い
箇
所

「
ム
」
:
・
漢
字
活
用
語
尾
の
追
加



「
マ
」
:
・
仮
名
遣
い
の
訂
正

「
〈
〉
」
:
・
仮
名
に
漢
字
を
宛
て
た
り
漢
字
表
記
を
改
め
た
箇
所

「
大
」
:
・
大
き
な
補
入
の
あ
る
箇
所
で
、
補
入
文
は
末
尾
に
掲
げ
た

-
校
異
で
「
(
)
」
で
括
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
『
大
系
』
が
他
本
に
よ
っ
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

和
歌
庭
訓

為
世
卿
作

一
企
為
世
卿
作
:
・
二
条
為
世

一
.
の
:
・
ナ
シ

一
ム
有
:
・
有
る

一
企
し
ま
・
:
さ
ま

一
O
ナ
シ
・
:
(
又
)

一
O
か
ほ
:
・
顔

一
マ
を
:
・
お
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一
心
は
あ
た
ら
し
き
を
も
と
む
へ
き
事

*
 

此
事
は
古
人
の
を
し
ふ
る
所
更
に
師
の
仰
に
た
か

5 

は
す
。
但
新
し
き
心
い
か
に
も
出
来
か
た
し
。
ょ
、
の

撰
集
ょ
、
の
寄
仙
よ
み
の
こ
せ
る
風
情
有
へ
か
ら

す
。
さ
れ
と
も
人
の
お
も
て
の
こ
と
く
に
自
に
は
ふ
た

*
 

つ
よ
こ
し
ま
に
は
な
は
ひ
と
つ
た
て
さ
ま
な
り
。

*
 

む
か
し
よ
り
か
は
る
事
な
け
れ
と
も
し
か
も
同
し

*
 か

ほ
に
あ
ら
す
。
さ
れ
は
寄
も
か
く
の
こ
と
し
。
花
を
」

10 

し
ら
雲
に
ま
か
へ
こ
の
は
を
時
雨
に
あ
や
ま
つ

こ
と
は
も
と
よ
り
か
ほ
の
こ
と
く
に
か
は
ら
ね
と
も

*
 

さ
す
か
を
の
れ
/
¥
と
あ
る
所
あ
れ
は
作
者
の

得
分
と
な
る
な
り
。
あ
た
ら
し
き
を
も
と
む
と
て



明
か
た
の
あ
ま
の
と
わ
た
る
月
影
に
う
き

マムムムく〉 ム ム
を侍侍侍只 侍 有

お侍侍侍唯 侍 有
り りる る る
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15 

さ
ま
あ
し
く
い
や
し
け
な
る
事
と
も
を
も
と
め

よ
む
こ
と
有
へ
か
ら
す
。
故
九
条
内
府
の
御
自
讃
豆
町

人
さ
へ
や
衣
う
つ
ら
む
と
侍
る
を
故
入
道
民
部
卿

為
家
は
無
下
の
傾
城
か
な
と
難
せ
ら
れ
侍
け
り
げ
に
も
』

20 

人
に
心
を
つ
く
さ
せ
て
恋
ら
る
、
ほ
と
の
人
の

手
つ
か
ら
衣
う
た
む
事
心
う
く
侍
へ
く
や
。
い
は
む

や
作
者
後
京
極
摂
政
の
御
息
正
二
位
内
大
臣
ほ
と

の
人
の
御
傾
城
さ
る
す
さ
み
や
は
侍
る
へ
き
。
但

寄
の
習
ひ
さ
の
み
こ
そ
侍
れ
。
只
大
か
た
の
事
に

25 

て
こ
そ
は
あ
ら
め
。
必
し
も
作
者
の
御
傾
城
と
し

も
や
申
侍
る
へ
き
と
の
か
れ
侍
へ
き
に
や
。
し
か
れ

と
も
豆
町
は
作
者
に
よ
り
て
用
意
の
あ
る
へ
き

と
そ
承
り
侍
し
。
御
寄
さ
ま
は
目
出
度
こ
そ
侍
ら
」

め
。
近
き
比
誰
と
は
覚
え
侍
ら
す
百
首
の
寄
を
人

*
 

の
見
せ
ら
れ
侍
し
に
捧
衣
の
う
た
に

う
つ
を
と
の
し
は
し
と
た
え
て
聞
え
ぬ
は

30 



今
や
衣
を
ま
き
返
す
程
と
い
ふ
寄
の
侍
し
を

あ
る
人
の
仰
ら
れ
侍
し
は
薄
衣
の
う
た
は
鷲
の

35 

こ
そ
見
く
る
し
く
侍
れ
。
大
方
は
古
人
も
か
、
る

一
ム
侍
・
:
侍
り

一
ム
仰
・
:
仰
せ

一
ム
侍
:
・
侍
る

一
O
く
る
し
・
:
苦
し

一
マ
す
・
:
つ

一
O
れ
:
・
る

A'ナ
シ
・
:
(
道
の
)

一
ム
侍
:
・
侍
り

一
ム
侍
・
:
侍
り

一
。
は
な
し
ろ
:
・
苗
代

一
ム
侍
・
:
侍
り
⑪
も
:
・
は

一
O
ち
か
く
:
・
近
く

一
ム
侍
:
・
侍
り

一
〈
〉
つ
く
る
作
る
マ
ゑ
・
え

ム
侍
・
・
・
侍
り

-
は
・
・
・
に

声
琴
の
音
に
も
ま
さ
り
て
や
さ
し
く
き
く

所
な
と
侍
に
い
り
た
ち
て
案
内
者
気
に
侍
る

事
は
し
ら
ぬ
に
て
侍
ら
し
か
し
。
し
か
れ
と
も
』

見
く
る
し
き
こ
と
な
れ
は
す
'
て
て
よ
み
侍
ら
ぬ
を

め
す
ら
し
き
事
の
残
り
た
る
と
て
求
め
出
し
ょ

ま
れ
侍
れ
は
、
口
伝
な
き
か
致
す
所
に
こ
そ
侍
ら
め
。

*
 

此
外
の
事
と
も
〉
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
の
み
侍
し
。
心

O
て
・
:
、

大
ナ
シ
・
・
・
ー

-180-

40 45 

あ
ら
ん
人
は
尋
ね
み
て
心
得
ら
れ
侍
る
へ
き
欺
。
又

続
千
載
集
の
時
め
さ
れ
侍
し
御
百
首
の
中
に

草
か
り
い
る
〉
野
田
の
な
は
し
ろ
と
や
ら
む
よ
ま

れ
侍
し
寄
を
あ
る
人
の
仰
ら
れ
し
は
是
も
無

下
に
俗
に
ち
か
く
侍
る
も
の
か
な
と
そ
侍
り
し
。
」

け
に
も
田
舎
に
て
い
か
な
る
事
そ
と
尋
ね
侍
し

か
は
田
つ
く
る
と
て
こ
ゑ
と
か
や
も
ち
い
る
〉
と



一
ム
侍
:
・
侍
り

一
ム
聞
:
・
聞
き

一
企
ナ
シ
:
・
(
よ
み
)

一
企
ナ
シ
:
・
(
ど
)

一
〈
〉
か
た
・
:
方

一
企
に
の
み
・
:
ナ
シ

一
-
ナ
シ
:
・
(
も
道
の
た
め
)

一
O
ナ
シ
・
:
(
な
ど
)
〈
〉
わ
が
・
:
我
ム
立
:
・
立
て

一
O
ナ
シ
:
・
(
伝
へ
て
)

一
マ
わ
:
・
は

一
ム
置
:
・
置
き

一
マ
へ
・
:
ゑ

50 

*
 

そ
申
侍
し
。
も
し
さ
も
あ
ら
は
き
た
な
く
や
侍
ら
ん
。

*
 

い
か
に
も
家
の
庭
訓
を
も
師
の
口
伝
を
も
聞
た
ら

*
 

む
人
は
い
か
に
も
か
〉
る
事
は
よ
も
侍
ら
し
。
作
者

*
 

誰
と
も
し
り
侍
ら
ね
は
も
し
筋
な
き
こ
と
も
や
侍

*
 

ら
む
。
大
か
た
は
世
の
中
み
な
は
け
/
¥
し
く
な
り

55 

て
か
さ
り
た
る
偽
り
に
ふ
け
り
て
ま
こ
と
に
ま

よ
ふ
事
の
み
侍
る
こ
そ
今
更
な
る
事
に
の
み
』

に
て
は
侍
ら
ね
と
心
う
く
侍
れ
。
あ
る
ひ
は
遠
国

に
て
わ
か
身
を
立
む
と
て
重
代
の
家
督
を
そ
し

り
或
は
家
の
秘
説
は
我
こ
そ
習
ひ
侍
れ
と
申
人

も
侍
る
。
あ
る
ひ
は
門
弟
な
と
に
信
せ
ら
れ
ん
と
て

60 

よ
と
こ
ろ
な
き
事
と
も
申
出
し
或
は
宗
匠
な
と

*
 

は
よ
は
く
か
ひ
な
き
寄
よ
み
に
て
す
こ
し
も
風

情
こ
も
り
力
あ
る
寄
は
人
の
う
た
を
も
み
し
ら
す

我
身
も
よ
ま
れ
す
と
申
置
て
信
仰
す
る
人
数
を

し
ら
す
。
こ
れ
ま
め
や
か
に
深
く
ま
と
へ
る
な
る
へ
し
。
」

そ
の
ゆ
へ
は
よ
〉
の
伝
り
た
る
家
領
等
こ
と
/
¥
く

。
あ
る
ひ
は
・
・
・
或
ひ
は

ム
申

申
す



65 

ゆ
っ
り
あ
た
へ
た
ひ
/
¥
朝
家
に
採
用
せ
ら
れ
て

一
ム
授
:
・
授
け

一

O
密
:
・
察

一
ム
侍
:
・
侍
り

一
O
す
が
た
:
・
姿

一
ム
申
:
・
申
す

一
マ
は
:
・
わ

一
-
尊
:
・
ナ
シ

一
マ
へ
:
ゑ

勅
撰
を
承
る
家
督
に
は
秘
し
て
を
し
へ

ぬ
事
を
庶
子
に
授
む
こ
と
然
る
へ
し
ゃ
。
家
領

は
偽
る
処
の
な
き
ま
、
に
我
こ
そ
相
伝
と
称
す

70 

る
人
も
見
え
侍
ら
す
。
道
は
う
へ
に
見
え
ぬ
間
無

窮
の
偽
に
及
ふ
。
然
れ
と
も
明
密
の
御
代
に
み
な

*
 

あ
ら
は
れ
侍
ぬ
る
に
こ
そ
。
又
う
た
の
よ
は
き
と
は

い
か
に
心
う
へ
き
に
か
。
心
ふ
か
く
よ
ろ
し
く
す
か
た
』

75 

う
つ
く
し
く
侍
る
を
つ
よ
き
よ
ろ
し
き
寄
と
は

申
へ
し
。
万
葉
集
の
耳
遠
き
こ
と
葉
凡
俗
の
心

を
よ
め
る
こ
そ
よ
は
き
寄
と
は
思
ひ
給
ひ
侍
れ
。

但
卑
劣
の
風
情
は
故
人
詠
し
も
ら
し
た
れ
は

も
と
め
よ
く
幽
玄
の
姿
は
及
は
れ
ぬ
ま
、
に
よ
ま

れ
侍
ら
ね
は
は
け
物
を
信
仰
せ
る
に
こ
そ
。

80 

一
詞
は
古
き
を
し
た
ふ
へ
き
事

是
又
古
賢
の
を
し
へ
尊
師
の
説
一
同
也
。
し
か
れ
と
も

委
し
か
ら
ぬ
い
ゆ
へ
ま
よ
ふ
人
お
ほ
く
侍
る
に
や
。
」

マ
は
・
・
・
わ

〈
〉
こ
と
葉
・
・
・
調

司ム



85 

所
詮
ふ
る
く
よ
み
た
れ
は
と
て
万
葉
集
な
と
の
耳

と
を
き
調
な
と
ゆ
め
/
¥
好
み
読
へ
か
ら
す
。
三
代
集

の
う
ち
に
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
詞
と
も
、
侍
め
り
。
む
へ
な
へ

*

*

 

へ
ら
也
さ
か
し
ら
か
く
の
こ
と
く
の
調
お
ほ
く
侍
る
に

一
マ
を
:
・
ほ

一
O
ナ
シ
:
・
(
も
)

一
O
こ
と
く
:
・
如
く

一
O
う
け
給
り
:
・
承
り

一
O
口ハ:・唯

A
也
・
:
な
り

一
O
こ
と
:
・
事
ム
申
・
:
申
す

一
企
ナ
シ
:
・
(
と
て
)

一
ム
諸
問
:
・
諸
肌
め

一
〈
〉
お
ほ
く
:
・
多
く

O
ナ
シ
:
・
(
況
ん
や
)

一
.
う
く
・
:
そ
へ

A

守
ナ
シ
:
・
(
の
)

一
O
ほ
と
:
・
程

一
ム
侍
:
・
侍
ら

一
O
ナ
シ
・
・
(
て
)

一
O
し
ん
し
か
た
く
:
・
信
じ
難
く

ム
読
・
:
読
む

〈
〉
お
ほ
く
・
・
・
多
く

や
。
か
ま
へ
て
や
さ
し
く
優
な
ら
む
詞
を
と
ら
ん

*

*

 

と
し
た
ふ
へ
し
と
也
と
そ
う
け
給
り
侍
し
。
但

ム
侍
・
・
・
侍
り

90 

八
雲
御
抄
に
は
詞
に
は
よ
き
も
な
し
あ
し
き
も
な
し

只
っ
、
け
か
ら
也
と
侍
め
り
。
是
又
金
言
也
。
但
っ
、

け
か
ら
よ
か
ら
ん
こ
と
は
申
に
及
は
す
末
の
代
」

の
寄
よ
み
つ
、
け
か
ら
な
れ
は
よ
く
は
っ
、
け
す

し
て
あ
し
さ
ま
に
つ
、
け
よ
み
て
よ
く
読
り
と
思
へ

る
ゃ
う
か
そ
ふ
る
に
及
は
す
お
ほ
く
侍
め
り
。
よ
そ
り
な

く
こ
と
う
く
て
こ
ま
つ
る
ぎ
わ
さ
み
あ
っ
ふ
す
ま

な
こ
や
か
下
な
と
は
よ
き
ほ
と
の
上
手
は
よ
ろ

し
き
寄
に
よ
み
な
し
侍
り
ぬ
と
も
覚
え
侍
す
。

95 

但
近
代
は
け
/
¥
し
き
上
手
達
の
秀
逸
に
は
さ
た
め

出
来
侍
る
か
。
そ
れ
も
し
ん
し
か
た
く
や
侍
る
へ
か
ら
む
。



日

u
n
U
 

咽

E
i

高
野
に
て
大
師
の
入
定
の
心
を
よ
ま
る
〉
と
て
」

し
な
て
る
や
と
詠
ら
れ
た
る
事
の
侍
る
に
や
。
是
は

聖
徳
太
子
片
岡
山
の
う
へ
人
に
あ
そ
は
し
て
給
ふ

A'に・
・
・
と
か

け
る
し
な
て
る
や
か
た
岡
山
に
と
侍
る
御
う
た
を

0 ・ム く〉マく> 0 マム
おナ返 ひおしも へ詠
ろシ ; か; う
か;返 ;を:を ゑ詠

す 僻集 せ
愚又 マ

ふ

っ

-184-

105 

っ
た
へ
て
と
く
法
師
の
侍
り
し
か
し
な
で
あ
る
や
と

*
 

申
侍
り
し
も
き
か
れ
て
侍
り
け
る
に
や
。
よ
も
家
説

*
 

に
て
は
侍
ら
し
。
万
葉
し
う
に
し
な
て
る
や
か
た
あ

す
は
か
は
と
侍
る
寄
は
河
を
し
な
で
あ
る
か
と

*
 

詠
し
た
る
に
や
。
お
か
し
く
侍
れ
。
奈
良
の
葉
の

*
 

な
ら
は
ぬ
ふ
る
こ
と
と
も
は
い
か
に
も
ひ
か
事
の
』

い
て
き
侍
る
も
の
を
。
凡
幽
玄
に
よ
ま
む
と
思
ひ
給

110 

ふ
た
に
も
心
い
や
し
く
智
み
し
か
く
し
て
か
な
ひ

侍
ら
ぬ
に
い
か
な
る
詞
な
り
と
も
な
と
か
、
つ
つ
く
し

*
 

う
な
し
た
て
さ
る
へ
き
と
て
思
ひ
か
〉
る
事
返

115 

/
¥
も
き
も
ふ
と
く
こ
そ
侍
れ
。
か
へ
り
て
愚
を
し

*

*

 

ら
ぬ
と
か
や
申
侍
ら
ん
。
人
の
し
ら
ぬ
詞
を
読
て

物
し
り
た
る
由
せ
む
と
思
へ
る
企
お
ろ
か
な
る
さ

ム
珪
祝
:
・
諸
肌
み



*
 

ま
い
と
を
し
く
こ
そ
侍
れ
。
た
、
す
な
ほ
に
よ
み
て

上
手
な
ら
ん
こ
そ
ょ
に
も
人
に
も
用
ら
れ
侍
ら
む
か
し
。

一
マ
を
・
:
ほ

一
ム
用
・
:
用
ゐ

一
O
口ハ:・唯

A

守
ナ
シ
・
:
(
の
み
)

一
O
お
し
へ
・
:
教
へ

一
マ
沈
:
・
沈
ま

¥
/
戸
】
寸
巳

『

/
t
、
=
=
ロ
，
お
小

一
ム
読
・
:
読
み
ム
知
・
:
知
り

一
.
受
・
:
愛

一
O
と
・
:
こ

一
マ
を
・
:
お

一
.
ナ
シ
:
・
(
此
こ
と
)

そ
れ
は
か
な
は
ぬ
ま
〉
に
人
を
お
と
さ
む
と
て

120 

足
も
と
も
し
ら
ぬ
鬼
の
お
も
で
し
た
る
寄
と
も
を

よ
み
て
只
世
間
を
損
す
る
に
あ
ら
す
先
祖
の

*
 お

し
へ
を
そ
む
く
こ
と
道
を
ま
も
ら
む
神
の
い

125 

か
て
か
と
か
め
給
は
さ
ら
む
。
悪
知
識
に
ひ
か
れ
て

同
し
罪
に
沈
む
人
よ
く
/
¥
心
を
め
く
ら
す

へ
き
に
や
。
猶
/
¥
日
本
記
万
葉
集
の
詞
と
も

読
て
人
も
し
ら
ぬ
事
を
知
た
る
よ
し
す
る
さ
ま

朝
野
に
み
ち
/
¥
て
自
受
法
楽
と
か
や
し
た
る
』

さ
ま
道
の
魔
障
不
可
勝
計
と
そ
。

一
京
極
入
道
中
納
言
鎌
倉
右
大
臣
へ
を
く
ら
れ
侍
る

130 

一
巻
の
中
に
大
和
寄
の
道
は
遠
く
求
め
ひ
ろ
く

き
く
道
に
あ
ら
す
と
侍
る
事
至
要
也
。
ま
こ
と
に

月
氏
漢
朝
の
こ
と
わ
さ
を
よ
む
へ
き
に
あ
ら
す
。

広
学
多
聞
を
事
と
す
へ
き
に
も
あ
ら
す
。
た
〉



*

*

 

や
ま
と
詞
に
て
見
る
物
聞
物
に
付
て
い
ひ
出
す

*

*

*

*

 

事
也
。
さ
れ
は
と
を
く
経
論
の
文
に
も
と
め
ひ
ろ
く

135 

詩
賦
の
詞
を
移
す
へ
き
に
あ
ら
す
。
万
葉
集
の
豆
町
」

日
本
紀
の
詞
な
と
を
も
と
め
聞
て
よ
む
だ
に
も

一
O
や
ま
と
:
・
大
和

一
一
〉
を
:
・
ほ
.
に
・
:
を

一
ム
聞
・
:
聞
き

一
ム
聞
・
:
聞
き

-
、
、
、
一
円
H
H

円H
H

、1
F

m
/
ι

主
〈

K
Tハ
v
d

一
ム
読
・
:
読
み
〈
〉
な
に
:
・
何

一
O
ナ
シ
:
・
(
な
ど
)
ム
知
:
・
知
ら

一
マ
お
:
・
を
ム
仰
・
:
仰
せ

一
ー
古
ナ
シ
・
:
2

ム
聞
・
:
聞
く

〈
〉
も
と
・
・
・
求

如
何
と
こ
そ
承
り
侍
れ
。
さ
れ
は
顕
昭
か
い
な
お
ほ
せ

鳥
の
事
く
れ
/
¥
と
釈
し
た
る
を
は
京
極
入
道

140 

中
納
言
は
此
事
い
は
で
も
あ
り
な
む
。
金
麹
鳥
伽

陵
頻
な
と
い
ふ
鳥
も
あ
る
と
は
か
り
聞
て
扱
こ
そ

あ
れ
。

い
な
お
ほ
せ
と
り
も
さ
る
烏
こ
そ
あ
ら
む
と

て
有
な
ん
か
し
。
知
た
る
も
の
も
い
な
お
ほ
せ
鳥
は

か
ら
す
也
け
り
と
も
す
、
め
也
け
り
と
も
よ
ま
ぬ

*

*

 

う
へ
は
た
、
し
ら
す
よ
み
に
読
た
り
と
も
な
に
の
」

145 

く
る
し
み
か
あ
ら
む
。
か
や
う
に
申
せ
は
も
の
も
し
ら

ぬ
山
寺
法
師
は
当
流
は
何
も
知
ぬ
家
そ
と
申
な
る
。

お
か
し
く
こ
そ
と
そ
仰
ら
れ
し
。

一
余
情
の
事

上
手
に
な
り
ぬ
れ
は
余
情
の
あ
る
也
。
仮
令
故
大
納
言

ム
付
・
・
・
付
け

〈
〉
ひ
ろ
・
:
広

-186-
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150 

江
上
春
望
と
申
題
に
て

。. 0 く〉マく〉 ムムム
ナナ ナはを舟 詠侍申
シ シ シま

お三 詠侍申
...----._...----._ ...----._浜 十 じるす
さ又 も

入
道
為
氏
の
御
寄

人
と
は
、
み
す
と
や
い
は
む
玉
津
嶋
霞
む
入

江
の
春
の
曙
と
侍
ゃ
う
也
。
玉
津
嶋
の
有
さ
ま
を

こ
ま
か
に
詠
た
ら
ん
よ
り
も
、
彼
浦
の
景
気
眼
に
」

う
か
ひ
で
お
ほ
く
の
風
情
こ
も
り
で
開
ゆ
る
也
。

155 

大
方
の
寄
の
徳
は
わ
っ
か
に
三
十
一
字
の
内
に
お

ほ
く
の
心
を
よ
み
あ
ら
は
す
を
徳
と
す
。
わ
ろ
き
寄

は
品
川
一
字
の
内
に
た
に
心
た
ら
す
し
て
調
あ
ま
る
也
。

160 

重
詞
な
と
心
う
き
も
の
な
り
。
タ
さ
れ
は
門
田
の

稲
葉
を
と
つ
れ
て
夕
さ
れ
は
野
へ
の
秋
風
身
に

し
み
て
真
野
、
入
江
の
は
ま
風
に
な
と
は
み
な

余
情
あ
る
寄
と
也
。
寄
の
面
に
は
さ
し
た
る
曲
節

も
見
え
す
な
か
め
出
せ
は
哀
も
ふ
か
く
さ
ひ
し
』

*

*

 

さ
も
ま
さ
る
寄
と
も
也
。
か
〉
ら
ね
と
も
よ
き
う
た
は

*
 

よ
み
出
し
た
る
心
か
頓
て
身
に
し
み
て
け
に
も
と

165 

覚
ゆ
る
も
あ
り
。
貫
之
か
い
も
か
り
ゆ
け
は
冬
の
よ

の
と
よ
め
る
寄
は
き
け
は
淋
し
く
も
さ
む
く
も

-187-

〈
〉
み
な
・
・
・
皆

〈
〉
う
た
・
・
・
歌



覚
ゆ
る
也
。

。 ムム 。く〉
ナ読読 に井
シ..て j

並
(まむ は
大
方

170 

一
題
を
よ
く
心
得
よ
と
申
す
事

清
輔
朝
臣
井
入
道
中
納
言
同
心
也
。
仮
令
は

*
 

山
霞
河
月
か
ゃ
う
の
題
に
て
山
の
霞
を
た
し
か
に

上
下
の
句
に
わ
か
ち
よ
む
へ
し
。
但
山
の
は
か
す
む
」

な
と
、
て
よ
ろ
し
き
寄
い
て
来
へ
か
ら
ん
に
は
は
、

か
る
へ
か
ら
す
。
河
月
な
そ
ら
へ
て
可
知
也
。
暁
時
雨

タ
落
葉
な
と
あ
ら
ん
題
を
は
暁
と
よ
め
る
は
よ
ろ
し

175 

か
ら
す
。

い
か
に
も
ね
覚
よ
こ
雲
有
明
の
鳥
の
音
な
と

め
く
ら
し
詠
す
へ
し
。
タ
の
字
又
入
相
の
か
ね
雲
の
は
た

て
な
と
読
へ
し
。
自
余
准
可
知
之
。
又
河
上
月
野
外

雪
な
と
上
外
の
字
よ
む
へ
か
ら
す
。
読
む
と
す
れ
は

豆
町
よ
ろ
し
か
ら
す
。
野
径
山
路
な
と
は
さ
し
て
路

180 

と
は
よ
ま
ね
と
も
行
歩
の
や
う
を
た
に
も
よ
め
は
路
は
』

可
侍
也
。
四
季
の
景
物
は
み
な
季
に
し
た
か
ひ
て
み
ゆ
る

な
り
。
春
は
雪
き
え
氷
と
け
て
よ
の
け
し
き
う
ら
/
¥

と
な
り
て
人
の
さ
ま
も
ほ
こ
ら
し
く
み
ゆ
。
是
則
景

-188 

。
し
た
か
ひ
・
・
・
随
ひ



185 

色
に
よ
る
也
。
題
も
又
然
る
へ
し
。
立
春
若
菜
鴛
花

款
冬
藤
い
つ
れ
も
心
す
こ
く
さ
ひ
し
き
鉢
に
侍
ら
す
。

夏
は
花
お
ち
鳥
帰
て
四
方
の
木
立
し
け
/
¥
と
し

一
〈
〉
い
つ
れ
・
:
何
れ
〈
〉
排
・
:
龍

一
ム
帰
・
:
帰
り

一
ム
侍
:
・
侍
ら

一
Oナ
シ
・
:
(
く
な
か
し
)

て
涼
し
き
さ
ま
に
は
み
え
て
更
衣
卯
花
時
鳥
五
月
雨

夕
立
蝉
蓮
納
涼
い
つ
れ
も
幽
玄
に
は
み
え
侍
す
。
秋

は
荻
風
萩
の
露
と
い
ふ
よ
り
い
つ
れ
か
さ
ひ
し
く
」

190 

悲
し
か
ら
ぬ
題
侍
ら
す
。
愁
の
字
を
以
て
秋
の
心
を
つ

く
る
に
て
思
ひ
し
る
へ
し
。
冬
は
虫
の
音
草
の
色
か
れ
果

て
露
こ
ほ
り
霜
結
ひ
て
冬
こ
も
り
た
る
さ
ま
淋

し
か
ら
す
と
云
事
な
し
。
後
鳥
羽
院
の
御
時
の
三
鉢

ム
一
玄
:
・
一
吉
ふ

の
豆
町
に
て
心
得
へ
し
。
さ
れ
は
此
時
寄
よ
み
多
か
り
し

195 

か
と
も
読
人
わ
っ
か
に
十
人
計
に
や
。
又
豆
町
は
恋
雑
の

寄
は
こ
ひ
し
く
わ
り
な
く
よ
み
ぬ
れ
は
さ
り
ぬ
へ

き
寄
は
い
て
き
侍
る
也
。
旅
述
懐
可
准
知
之
。
唯
四
季

の
寄
か
大
事
に
て
侍
る
な
り
。
さ
の
み
く
と
く
へ
か
ら
』

す
。
お
ほ
き
に
た
け
た
か
く
幽
玄
に
よ
む
へ
し
。

一
本
寄
の
事

〈
〉
林
・
・
・
髄

-189-



201 

い
か
に
も
本
寄
の
文
字
置
所
を
た
か
ふ
へ
し
。
仮
令
初

の
五
文
字
を
は
第
三
句
に
置
へ
し
。
若
を
か
れ
す
は

一
ム
置
・
:
置
く

一
O
ナ
シ
・
:
(
句
)

一
ム
過
:
・
過
き
ム
取
・
:
取
る

一
。
ナ
シ
・
:
(
歌
)

A

守
ナ
シ
・
:
(
集
)

一
O
つ
・
:
ち

一
O
ナ
シ
:
・
の

O
ナ
シ
・
:
の

一
-
い
た
く
人
の
・
:
人
の
い
た
く

一
.
人
・
:
人
の

一
。
ナ
シ
(
事
)

一

O
伽
・
:
加

-190-

ム+右・・・叫右し

マ
を
・
・
・
お

205 

五
文
字
に
今
二
文
字
を
加
へ
て
七
文
字
に
な
し
て

第
二
に
も
第
四
五
匂
に
も
置
か
ふ
へ
し
。
本
寄
の
文

字
一
句
二
句
に
過
て
は
更
に
取
へ
か
ら
す
。
と
り
っ
き
勾

O
り
つ
・
:
る
へ

ム
置
・
:
置
きO

ナ
シ
:
・
(
又
)

な
と
の
な
く
て
し
か
も
と
り
ぬ
へ
か
ら
ん
万
葉
集

な
と
の
寄
を
は
心
を
よ
く
と
る
也
。
」

210 

人
と
は
、
み
す
と
や
い
は
む
玉
津
嶋
震
む
入
江

の
春
の
曙
と
侍
る
は
万
葉
の
寄
に
玉
津
嶋
よ
く*

 

み
て
い
ま
せ
あ
を
に
よ
し
な
ら
な
る
人
の
ま
つ
と
は

は
い
か
に
と
い
ふ
寄
也
。
玉
津
嶋
一
句
外
は
よ
ろ
し
き

句
侍
ら
ぬ
ほ
と
に
か
や
う
に
と
ら
れ
侍
る
に
や
。
大
方

及
ひ
か
た
き
さ
ま
也
。
又
い
た
く
人
の
し
ら
ぬ
寄
取

へ
か
ら
す
。
作
者
よ
く
と
り
た
る
心
地
な
れ
と
も
人

。
取
・
:
(
本
歌
に
)
取
る

215 

し
ら
ね
は
無
念
也
。
又
あ
な
か
ち
に
本
寄
と
る
事

は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
也
。
又
近
代
の
寄
と
る
へ
か
ら
す
。
』

冥
伽
な
し
。
大
か
た
寄
は
わ
か
国
の
風
俗
神
代
の
こ
と

-
ナ
シ
・
:
(
人
の
)



わ
さ
な
れ
は
殊
に
神
道
の
守
り
給
ふ
道
な
り
。

板
行

一
O道
・
:
明

一
マ
へ
:
・
ゑ

一
-
ナ
シ
・
:
(
の
心
)

一
O伽
・
:
加

一
マ
を
・
:
お
マ
侍
:
・
侍
り

一
ム
付
・
:
付
く

一
女
ナ
シ
:
・
3

〈
〉
か
う
・
・
・
講

220 

和
寄
三
首
以
上
披
講
の
所
に
は
住
吉
玉
津
嶋
明
神

影
向
し
給
ふ
ゆ
へ
に
披
か
う
の
時
は
各
席
を
退
く

な
り
。
道
を
た
、
し
く
し
て
偏
執
あ
る
ま
し
き

な
り
。
邪
執
あ
る
か
冥
伽
な
き
事
也
。
よ
く
/
¥
思
ひ

は
か
ら
ふ
へ
し
。
是
則
お
ろ
か
な
る
意
案
に
あ
ら
す
。

を
の
つ
か
ら
承
り
侍
し
事
を
九
牛
か
一
毛
し
る

し
付
る
処
也
。
」

225 

子
時
元
禄
八
乙
亥
年

-191-

臓
月
吉
旦

宮
城
四
郎
右
衛
門

1
(
こ
れ
は
う
き
人
よ
り
も
姿
い
や
し
く
心
お
と
り
し
て
こ
そ
侍
ら
め
。
)

2
(余
情
と
申
す
は
調
の
外
に
多
く
の
心
の
あ
る
な
り
。



3
(
子
時
嘉
暦
元
年
六
月
十
八
日
染
紫
牽
書
白
麻
畢
。

大
系
本
文
の
検
討

そ
れ
で
は
こ
の
翻
刻
と
大
系
本
文
と
の
校
合
結
果
を
踏
ま
え
て
、
元
禄
八
年
板
本
の
本
文
と
大
系
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し

て
み
た
い
。

先
ず
、
校
異
欄
を
一
見
し
て
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、

O
記
号
の
多
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
校
訂
が
適
切
な
箇
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
元
禄
八
年
板
本
の
本
文
は
些
か
問
題
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
代
の
作
品
は
と
も
か
く
、
江

司
ん

戸
時
代
既
に
古
典
で
あ
っ
た
作
品
の
整
版
本
の
本
文
は
、
相
対
的
に
問
題
が
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は
、
常
識
と
言
っ
て
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
近
世
期
に
流
布
し
た
本
文
の
紹
介
等
の
特
別
な
目
的
が
無
い
場
合
、
素
性
の
良
さ
そ
う
な
写
本
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
翻
刻

や
校
合
本
の
底
本
に
板
本
を
使
用
し
な
い
方
が
無
難
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
和
歌
庭
訓
』

の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

O
の
箇
所
を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
「
ナ
シ
」
と
な
っ
て
い
て
、
大
系
で
「
(

)
」
で
他
本
に
よ
り
補
わ
れ
る
場
合
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ

と
が
判
る
。
こ
れ
は
本
文
に
一
、
二
文
字
程
度
の
細
か
な
脱
落
が
多
い
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
例
え
ば
、
七

O
行
目
で
「
明

密
」
と
あ
る
の
は
、
校
訂
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
明
察
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
も
、
版
下
作
成
段
階
か
そ
れ
以
前
で
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
不
注
意
な
書
写
を
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
校
異
欄
で
気
に
な
る
の
は
、
「
・
」
と
「
A
」
記
号
の
多
き
で
あ
る
。
そ
の
判
定
に
つ
い
て
は
稿
者
の
主
観
が
交
じ
る
部
分
も
あ

り
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
こ
と
は
御
了
解
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
大
系
本
文
の
問
題
箇
所
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。



-
の
例
を
幾
つ
か
確
認
す
る
と
、
三
行
目
の
「
古
人
の
」
と
あ
る
箇
所
を
大
系
が
「
古
人
」
と
す
る
の
は
、
無
く
て
も
意
味
上
に
問
題
は
な

い
も
の
の
、
底
本
や
校
合
本
な
ど
に
は
「
の
」
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
消
し
去
る
必
要
は
な
い
箇
所
で
あ
る
。
五
五
行
目
「
と
心

う
く
侍
れ
」
の
「
と
」
の
後
に
「
(
も
道
の
た
め
)
」
を
補
入
し
て
い
る
の
も
、
久
曽
神
氏
旧
蔵
写
本
(
以
下
「
写
本
」
と
略
称
)
や
彰
考
館

文
庫
蔵
巳
一
八
と
巳
一
九
の
二
本
(
共
に
第
一
類
本
)
に
は
存
在
せ
ず
不
審
で
あ
る
。

一
一
一
六
行
日
の
「
自
受
法
楽
」
を
「
自
愛
法
楽
」
と

変
え
る
の
は
、
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
り
、
語
葉
研
究
上
も
問
題
が
あ
る
。
又
九
四
行
目
で
「
こ
と
う
く
て
」
を
「
こ
と
そ
へ
て
」
に
改
め
る

の
も
、
写
本
や
彰
考
館
巳
一
九
に
「
こ
と
う
へ
て
」
と
あ
る
の
を
参
照
し
た
と
も
思
わ
れ
る
が
何
に
拠
っ
た
の
か
不
審
で
あ
る
。
定
家
本
の

本
文
を
伝
え
る
広
瀬
本
万
葉
集
や
仙
覚
本
な
ど
で
は
「
コ
ト
ウ
ヘ
ク
」
と
訓
が
あ
り
、
「
こ
と
う
へ
く
」
と
の
本
文
を
有
す
る
『
和
歌
庭
訓
』

の
伝
本
も
多
い
の
で
、
万
葉
集
の
受
容
史
を
考
え
る
上
で
も
、
そ
う
校
訂
し
た
い
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
A
を
付
し
た
箇
所
も
数
例
を
上
げ
る
と
、
七
行
自
「
よ
こ
し
ま
」
と
あ
る
の
を
「
よ
こ
さ
ま
」
と
写
本
に
拠
っ
て
改
め
た
ら
し
い
の

-193-

で
あ
る
が
、
彰
考
館
二
本
は
「
し
ま
」
で
あ
り
、
そ
う
す
る
伝
本
も
少
な
く
な
い
。
実
は
「
さ
ま
」
と
す
る
の
は
主
と
し
て
第
二
類
に
属
す

る
伝
本
の
特
徴
で
あ
り
、
第
一
類
本
の
元
禄
八
年
板
本
で
は
改
め
る
必
要
は
基
本
的
に
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
他
で
も
企
の
箇
所
は
写
本
の

み
に
拠
る
も
の
ら
し
い
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
岡
本
は
内
題
こ
そ
「
和
歌
庭
訓
」
と
第
一
類
的
で
あ
る
も
の
の
、
末
尾
に
「
子
時
嘉

暦
元
年
:
・
」
と
の
第
二
類
本
が
有
す
る
本
奥
書
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
類
の
混
態
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
大
系
の
本
文

も
二
類
的
な
特
徴
も
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
校
訂
箇
所
の
多
く
は
「
(

)
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

と
判
る
と
は
言
え
る
が
、
全
て
が
そ
う
な
っ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
板
本
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
判
別
は
困
難
で
あ
る
。

猶
、
作
者
名
を
「
為
世
卿
作
」
か
ら
「
二
条
為
世
」
に
改
め
た
の
は
、
編
集
方
針
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
強
い
て
A
を
付
す
必
要
の
な
い
箇

所
で
は
あ
る
。



「
大
」
を
付
し
た
大
き
な
補
入
箇
所
三
箇
所
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、

ー
は
第
一
類
本
の
判
定
基
準
と
な
る
欠
脱
で
あ
り
、
「
(

)
」
に
示

し
て
加
え
る
の
は
問
題
な
い
と
言
え
る
。

2
は
元
禄
八
年
板
本
特
有
の
欠
脱
で
あ
り
、
や
は
り
本
文
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

3
の
奥
書
も
基
本
的
に
第
二
類
本
が
有
す
る
も
の
で
、
情
報
と
し
て
は
貴
重
で
あ
る
の
で
「
(

)
」
で
示
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
簡
略
な
検
討
で
は
あ
っ
た
が
、
元
禄
八
年
板
本
の
本
文
は
問
題
の
多
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
校
訂
に
用
い
た
校
合
本
に
や
や
特
殊
な

性
格
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
等
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
大
系
本
文
自
体
も
精
密
な
研
究
に
用
い
る
の
は
些
か
問
題
と
な
る
箇
所
も
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ま
こ
と
に
粗
雑
で
不
十
分
な
検
討
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
校
訂
本
や
校
本
の
作
成
に
お
い
て
は
、
や
は
り
底
本
に
善
本
(
で
き
れ
ば
最
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善
本
)
を
用
い
る
の
が
理
想
で
あ
る
こ
と
や
、
校
訂
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
そ
し
て
や
は
り
校
訂
本
文
の
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
、

一
応
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
た
い
。

誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
本
稿
が
『
日
本
歌
学
大
系
』
や
そ
の
編
者
諸
氏
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
編
集
作
業
と
存
在
は
偉
大
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
と
恩
恵
の
大
き
さ
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
問
題

も
、
時
代
的
な
状
況
や
、
研
究
の
初
期
段
階
で
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
研
究
と
い
う
も
の
が
、
新
た
な
知
見
を
見
出
す
と
共
に
、
従
来
の
誤
り
を
訂
正
し
つ
つ
進
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し

た
確
認
作
業
も
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
業
は
先
学
へ
の
敬
意
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
し
、
先
学
の
偉
大
さ
を
一
番
に
感
じ
る
の
は
同
様
な
作
業
を
行
っ
た
そ
の
訂
正
者
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
せ
ず
に
、
そ



う
し
た
成
果
を
単
な
る
先
達
へ
の
批
判
と
見
な
し
て
非
難
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
研
究
の
健
全
な
進
展
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
学
者
も
そ
の
業
績
も
崇
拝
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
は
、
そ
れ
は
も
は
や
宗
教
で
あ
り
、
学
問
で
は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
人
間
の
行

う
こ
と
に
完
全
は
あ
り
え
な
い
。
崇
拝
さ
れ
た
当
の
先
達
は
、
自
分
の
研
究
が
基
礎
と
な
り
、
乗
り
越
え
ら
れ
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望

ん
で
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

《
補
記
》
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
例
)
「
歌
論
書
歌
学
書
の
伝
本
に
関
す
る
書
誌
学
的
調
査
研
究
」

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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